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調査概要

テーマ

調査手法

５ Ａ ＤＡＹ 食育体験ツアー効果測定調査

インターネット調査

FAX調査

郵送調査

：

：

調査目的 「食育体験ツアー」の効果を検証し、子どもたちの食生活の変容をみる

こと、食に関する意識に影響があったかをみること、そして来年度の

実施に向け課題を抽出するために、アンケート調査を実施した。

：

実施期間 平成20年6月10日～平成21年2月17日までのツアーに参加した方を対象とし、

アンケートの配布・案内時期は平成20年11月～平成21年2月までを対象とする。

：

調査対象者 ： ① 学校関係者向け（学校の授業の一環として実施するタイプ）

食育体験ツアーに参加した小学校の教諭及び教育関係者

[※ 以降、【学校】と表記する]

② 店舗主催・親子型の保護者向け（店頭で募集により実施するタイプ）

食育体験ツアーに参加した保護者（親子参加型プログラムの場合のみ）

[※ 以降、【親子】と表記する]

③ 運営者向け

食育体験ツアー実施企業（量販店側）のプログラム運営担当者

回収
サンプル数

：

量販店会員企業81社のうち、44社が「５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー」に参加。

ツアー実施回数は707回。

→（同じ小学校、学年であっても、クラスごとに複数回実施した場合は、別々にカウント）

ツアー参加学校数は381校。

【学校】 203サンプル

【親子】 23サンプル

【運営者】 27サンプル

＜回収内訳＞
郵送
FAX
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

192サンプル
8サンプル
3サンプル

＜回収内訳＞
郵送
FAX

22サンプル
1サンプル

＜回収内訳＞
郵送
FAX
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

0サンプル
20サンプル
7サンプル

→アンケート回答学校数 160校
※同じ学校から複数のアンケート回答
を得た場合でも1校としてカウント

→アンケート回答店舗数 20店
※同じ量販店から複数のアンケート回答
を得た場合でも1店としてカウント

調査実施機関 株式会社バルク：
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調査結果サマリー

◆ 食生活、５ Ａ ＤＡＹ等の認知実態

■ 食事バランスガイドの認知度は、【学校】、【親子】、【運営者】のいずれでも、約半

数近くを占めている。その認知経路は、「新聞・雑誌・本」などのメディア経由が多い。

■ ５ Ａ ＤＡＹの認知率（内容を知っている＋見たこと・聞いたことある）は、【学校】、

【運営者】では約半数あるが、【親子】では、3割程度に留まっている。認知経路としては、

「新聞・雑誌・本」を通してが一番多い。

■ ５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアーの認知は、【学校】では、約4割ある一方で、【親子】では

事前に知っていると回答した人はいなかった。

■ 野菜摂取の目安量は、350g以上という具体的な量まで知っている割合は、3割以下である。

（【学校】、【親子】、【運営者】共通して）

目安量を知っている人の認知経路は「新聞・雑誌・本」が最も多く挙げられている。

◆ プログラム評価

■ 各プログラムとも約3割以上で「とても良
かった」という評価で、概ね高い評価を
得ている。①

■ 知識系プログラムと体験系プログラム別
に評価を見ると、【親子】では評価に
大きな差は見られなかった。
一方で、【学校】では体験系プログラム
の評価が知識系プログラム評価より高い
結果となった。①

■ プログラム全体としての評価は6割以上が
「とても良かった」と回答し高い評価を
得ている（P.5；総合評価を参照）。
【学校】側では、知識系プログラムが
体験系プログラムより重要視され、
各プログラムのボリュームや難しさなど
も重要視される傾向にある。
（P.21～22参照）②

知識系プログラムやプログラムの
ボリューム、難易度は今後のツアー全体
の発展的な検討課題として挙げられる。
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学校 親子

知識系 体験系

プログラム評価（5段階評価）にて「とても良かった」
と回答した割合

各プログラムのボリューム
各プログラムのボリューム難しさ
全体のプログラムの時間
量販店の姿勢

高

低

ツアー全体にみる内容別の重要度

※詳細はP.21～22をご参照下さい。

◆ 行動変容

■ 実際に参加した児童だけでなく、同行し
た教師や保護者自身も野菜を積極的に
食べるようになるなどの食生活の変化が
見られた。（【学校】で約6割、【親子】
で約7割がより野菜を食べるようになった
と回答）

■ 児童については、食事のバランスを意識
する、野菜や果物に興味を持ったり、
重要性を理解するといった意識・理解面
で効果があったとする割合が多かった。

②

①
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調査結果サマリー

実施後の効果を

感じられたこと

上位3項目

食事のバランス
を意識するよう
になること

65.4％

野菜と果物に興
味を持つように
なること

野菜の好き嫌い
がなくなること

63.1％

56.1％

プログラム内容

評価が高かった

上位3項目

講師評価が高かった

上位3項目

総合評価

今後の意向

推薦度合

お買い物ゲーム

実際の野菜・果
物を見せて行う
野菜の学習

調理実習・サラ
ダ作り

調理実習・
サラダ作り

お買い物ゲーム

実際の野菜・果
物を見せて行う
野菜の学習

とても良かった

64.4％

参加してみたい
と思う

75.7％

薦めてみたいと
思う

64.1％

学校 親子 運営者

とても良かった

65.2％

参加してみたい
と思う

65.2％

薦めてみたいと
思う

65.2％

とても良かった

51.9％

参加してみたい
と思う

66.7％

薦めてみたいと
思う

66.7％

78.7％

60.4％

58.1％

62.1％

57.3％

47.2％

食事のバランス
を意識するよう
になること

73.9％

野菜と果物に興
味を持つように
なること

野菜と果物の栄養
について重要性を
理解すること

73.9％

56.5％

社会貢献となっ
た

100.0％

企業価値が上
がった

メディアへの露出
ができた

92.0％

73.0％

基礎学習

三色食品群の講
義

基礎学習

食事ﾊﾞﾗﾝｽｶﾞｲﾄﾞ
の講義

52.2％

52.2％

52.2％
実際の野菜・果
物を見せて行う
野菜の学習

基礎学習

三色食品群の講
義

実際の野菜・果
物を見せて行う
野菜の学習

63.6％

56.5％

54.5％調理実習・サラ
ダ作り

お買い物ゲーム

実際の野菜・果
物を見せて行う
野菜の学習

基礎学習

食事ﾊﾞﾗﾝｽｶﾞｲﾄﾞ
の講義

88.9％

81.5％

77.8％

実際の野菜・果
物を見せて行う
野菜の学習

お買い物ゲーム

59.3％

48.1％

48.1％

基礎学習

食事ﾊﾞﾗﾝｽｶﾞｲﾄﾞ
の講義

基礎学習

三色食品群の講
義

48.1％

※ 「かなりあてはまる」、
「ややあてはまる」の合算

※ 「とても良かった」の値

※ 「とてもわかりやす
かった」の値



学校関係者向け
（学校の授業の一環として実施するタイプ）
食育体験ツアーに参加した小学校の教諭及び教育関係者による
アンケート回答結果
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北海道 3 (1) 東北 55 (42) 関東 59 (59) 甲信越北陸 28 (17) 中部 17 (14) 近畿 13 (9) 中国 13 (8) 四国 8 (5) 九州 6 (4)
北海道 3 (1) 青森県 0 茨城県 38 (38) 新潟県 3 (2) 岐阜県 3 (2) 滋賀県 3 (3) 鳥取県 0 徳島県 1 (1) 福岡県 4 (2)

岩手県 2 (2) 栃木県 2 (2) 富山県 3 (1) 静岡県 3 (2) 京都府 0 島根県 0 香川県 0 佐賀県 0
宮城県 14 (8) 群馬県 1 (1) 石川県 6 (3) 愛知県 1 (1) 大阪府 0 岡山県 0 愛媛県 2 (2) 長崎県 1 (1)
秋田県 23 (20) 埼玉県 12 (12) 福井県 4 (3) 三重県 10 (9) 兵庫県 0 広島県 9 (7) 高知県 5 (2) 熊本県 0
山形県 0 千葉県 4 (4) 山梨県 1 (1) 奈良県 0 山口県 4 (1) 大分県 0
福島県 16 (12) 東京都 1 (1) 長野県 11 (7) 和歌山県 10 (6) 宮崎県 0

神奈川県 1 (1) 鹿児島県 1 (1)

（回答者数：N）　合計：N=202
数字隣（ ）内の数字は、回答があった学校のユニーク数（同じ学校から複数のアンケート回答を得た場合でも1校としてカウントしている）
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＜学校＞ 1-1 【回答者属性】

地域地域

■ 「関東」（29.2%）と「東北」（27.2%）においてアンケート回答の協力が

多く得られた。

■ 「関東」では『茨城県』(※)、「東北」では『秋田県』、『福島県』でのアン

ケート回答が多かった。

※『茨城県』が目立って多いのは、茨城県に本社を置く（株）カスミが、特に積極的な

取り組みを行ったためである。

（単一回答）

設問：F6
ご所属小学校の所在都道府県

アンケート回答が得られた小学校の所在都道府県
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ツアーに参加した授業科目（学年別）ツアーに参加した授業科目（学年別）

■ 参加した児童の【学年】は、「小学校3年」（76.4%）が大多数を占めている。

■ 「小学校3年」では、「社会科」（61.5%）、「総合学習」（50.8%）の授業の

一環として参加しているケースが多い。

■ 「小学校5年」、「小学校6年」になると「家庭科」の授業として参加している

割合が高い。

（科目は複数回答）

※1つの学校から複数の回答があった場合は、重複を除く一回答分のみを集計。
同一の学校で、違う科目として参加した場合は、両方の科目を集計対象とした。

＜学校＞ 1-1 【回答者属性】

回答者数（Ｎ）

合
計

社
会
科

総
合
学
習

家
庭
科

そ
の
他
プ
ロ
グ

ラ
ム
名

全体（学校） 160 79 78 18 11

小学校1年 0 0 0 0 0

小学校2年 0 0 0 0 0
小学校3年 122 75 62 0 6
小学校4年 3 0 1 0 2
小学校5年 14 0 5 11 0
小学校6年 6 0 2 5 0
複合 11 4 8 2 3
その他 0 0 0 0 0
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設問：F9
プログラムの参加対象となっている教科、もしくは、参加対象のプログラム名：
（何の教科の時間としてこのプログラムに参加したかをお答えください。）

設問：F10
参加された児童の学年：
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（単一回答）

■ 食事バランスガイドの認知は、「以前から知っていた」割合（45.3%）が最も

高く、約半数に認知されている。

■ 認知経路は、「新聞・雑誌・本」が最も高く、48.9%で、次いで「テレビ・

ラジオ」の31.3%となっており、メディアから認知されるケースが多い様子が

窺える。

■ その他の認知経路としては、講演会やポスター、パンフレットでの告知

という回答が見受けられた。

食事バランスガイド 認知度食事バランスガイド 認知度

＜学校＞ 1-2 【実態把握】

設問：Q1
あなた自身は、食事バランスガイドはご存知でしたか。

設問：Q2 （Q1で「内容を含め以前から知っていた」と回答した方のみ）
どのように知りましたか。（いくつでも）

食事バランスガイド 認知経路食事バランスガイド 認知経路
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は
知
ら
な

か

っ
た

以
前
か
ら
知

っ
て

い
た

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
て
知

っ
た

そ
の
他

全体（学校） 203 14 66 92 31 0
北海道 3 1 0 2 0 0
東北 55 5 13 30 7 0
関東 59 3 25 21 10 0

甲信越北陸 28 2 10 14 2 0
中部 17 0 4 11 2 0
近畿 13 2 4 2 5 0
中国 13 0 8 4 1 0
四国 8 1 0 5 2 0
九州 6 0 2 2 2 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

32.5

0.0

15.3

45.3

6.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

%

新
聞
・
雑
誌
･
本

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

学
校
の
指
導
要
綱
・

手
引
書

今
回
ツ
ア
ー

に
参
加

し
た
ス
ー

パ
ー

で
見

た

そ
の
他
の
ス
ー

パ
ー

で
見
た

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

そ
の
他

全体（学校） 90 44 28 24 16 10 8 30
北海道 2 0 0 2 0 0 0 1
東北 29 14 8 7 2 2 3 12
関東 20 8 6 6 5 2 1 4

甲信越北陸 14 8 4 0 3 3 0 7
中部 11 6 3 3 4 2 3 0
近畿 2 2 0 1 0 0 0 0
中国 4 2 3 2 2 0 1 3
四国 5 2 2 3 0 1 0 2
九州 2 1 2 0 0 0 0 1

回
答
者
数

（
Ｎ

）

8.9

31.1 33.3

11.1

17.8

26.7

48.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

%

その他・回答内容 量販店名

食育インストラクターのため。 ＣＯＯＰ
講演会（職員研修） アップルランド
パンフレット アトラス萩
他の学校で保護者向けに行った講義に参加した。 アルプラザ平和堂
研修会（食育） イズミ江
研究会で話題についてなった。 いちやまイツモア
前回ツアー カスミストアー
ヘルスサポーター２１んの講義で。 カスミ
昨年度もプログラムに参加した。 グランマート
校内展示ポスター グランマート
以前に参加した、このプログラムで知った。 スパーク
食育の研修に参加した時に教わった。 ダイイチ
給食指導用として、ポスターなどが学校に
送られてきたので。

タイヨー

学校での栄養士による食育指導。 タカヤナギ
レストランにあった説明で。 デリシア
センター研修講座。前年度までの研究。 デリシア
食育推進校で農水省の人を講師に学習した。 ナンコクスーパー
スーパーマーケットに貼ってあった。 ファボーレ
人間ドックで栄養士さんから説明を受けた。 フジグラン重信
お米マイスター出前授業 ベルク
生協活動。農水省、県からのパンフ。 みやぎ生協
生協の委員会活動の中で。 みやぎ生協
講演会など。 みやぎ生協
講演会 ヨークベニマル
昨年度、職場で知った。 ヨークベニマル
栄養士会の研修会。 ヨークベニマル
研修会 原信
大学の講義。 生協
前回参加して。 千代田
昨年度も参加した。 未回答

（複数回答）
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■ ５ Ａ ＤＡＹの認知は、「見たこと・聞いたことはあるが内容は知らなかっ

た」＋「内容を含め以前から知っていた」割合が47.8%あり、約半数近くに認知

されている。

■ 認知経路は、「新聞・雑誌・本」が38.8%あり、最も高い。

５ Ａ ＤＡＹ 認知度５ Ａ ＤＡＹ 認知度

＜学校＞ 1-2 【実態把握】

設問：Q3
あなた自身は、５ＡＤＡＹという言葉や内容はご存知でしたか。

設問：Q4 （Q3で「内容を含め以前から知っていた」と回答した方のみ）
どのように知りましたか。（いくつでも）

５ Ａ ＤＡＹ 認知経路５ Ａ ＤＡＹ 認知経路

見
た
こ
と
・
聞

い
た
こ
と
が
な

か

っ
た

（
気
づ

か
な
か

っ
た

）

見
た
こ
と
・
聞

い
た
こ
と
は
あ

る
が
内
容
は
知

ら
な
か

っ
た

内
容
を
含
め
以

前
か
ら
知

っ
て

い
た

当
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て

知

っ
た

そ
の
他

全体（学校） 201 41 48 48 62 2
北海道 3 2 0 0 1 0
東北 54 11 12 20 11 0
関東 58 8 18 11 21 0

甲信越北陸 28 4 10 5 9 0
中部 17 4 3 6 4 0
近畿 13 4 1 0 7 1
中国 13 4 3 3 2 1
四国 8 3 0 2 3 0
九州 6 1 1 0 4 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

23.9

1.0

30.8

23.9

20.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

%

新
聞
・
雑
誌
・

本

今
回
ツ
ア
ー

に

参
加
し
た
ス
ー

パ
ー
で
見
た

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ

そ
の
他
の
ス
ー

パ
ー
で
見
た

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ

ト
そ
の
他

全体（学校） 49 19 17 8 6 5 15
北海道 0 0 0 0 0 0 0
東北 20 6 9 4 3 1 6
関東 12 4 5 1 1 1 4

甲信越北陸 5 2 0 0 0 0 3
中部 6 3 2 2 1 2 0
近畿 0 0 0 0 0 0 0
中国 3 1 0 0 1 0 2
四国 2 2 1 1 0 1 0
九州 0 0 0 0 0 0 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

30.6

34.7

10.212.2
16.3

38.8

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

%

その他・回答内容 量販店名

食育インストラクターのため。 ＣＯＯＰ
講演会（職員研修） アップルランド
他の学校で保護者向けに行った講義に参加した。 アルプラザ平和堂
前年度もこの事業に参加した。 イズミ
前回ツアー カスミストアー
２年前参加したスーパーで見た。 グランプルシェ
昨年度に参加して分かった。 グランマート
以前参加した。 スパーク
パンフレット ファボーレ
昨年参加した同僚から聞いて。 みやぎ生協
講演会など。 みやぎ生協
栄養士会関係資料 ヨークベニマル
前回参加して。 千代田かすみ店
研修会参加 ベルク
昨年度も参加して。 未回答

（単一回答）

（複数回答）
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■ 野菜摂取・目安量の認知は、摂取量（350g以上）までは知らなかった割合が

約7割近く占めている。

■ 摂取目安量を知っている人の認知経路は、「新聞・雑誌・本」（55.0%）が最も

高く、次いで「テレビ・ラジオ」の26.7%となっており、メディアを通じて

認知されるケースが多い。

野菜摂取・目安量の認知度野菜摂取・目安量の認知度

＜学校＞ 1-2 【実態把握】

設問：Q5
あなた自身は、健康のために１日に食べることが望ましい野菜（野菜料理）の目安量はご存知でしたか。

設問：Q6 （Q5で「摂取目安の量（350ｇ以上）であると、知っていた」と回答した方のみ）
あなた自身は、摂取目安量について、どのように知りましたか。（いくつでも）

野菜摂取・目安量の認知経路野菜摂取・目安量の認知経路

新
聞
・
雑
誌
･
本

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

学
校
の
指
導
要

綱
・
手
引
書

今
回
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
ス
ー
パ
ー

で
見
た

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

そ
の
他
の
ス
ー

パ
ー

で
見
た

そ
の
他

全体（学校） 60 33 16 13 6 3 1 19
北海道 2 0 1 0 0 0 0 1
東北 16 8 4 4 4 1 0 7
関東 17 12 3 3 0 0 0 5

甲信越北陸 7 2 1 1 0 0 0 5
中部 5 4 1 1 0 2 0 0
近畿 1 1 1 0 0 0 0 0
中国 5 2 1 1 0 0 1 1
四国 4 3 2 3 2 0 0 0
九州 2 0 2 0 0 0 0 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

31.7

1.7

26.7

5.0

10.0

21.7

55.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

%

摂取目安の量（350ｇ以上）
であると、知っていた

野菜をとったほうがいいと
は知っていたが、摂取目
安の量（350ｇ以上）までは

知らなかった

全く知らなかった

全体（学校） 202 60 137 5
北海道 3 2 1 0
東北 54 16 38 0
関東 59 17 42 0

甲信越北陸 28 7 21 0
中部 17 5 12 0
近畿 13 1 10 2
中国 13 5 8 0
四国 8 4 3 1
九州 6 2 2 2

回
答
者
数

（
Ｎ

）

67.8

2.5

29.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

%

その他・回答内容 量販店名

在学中に習った。 タカヤナギ
講演会（職員研修会） アップルランド
栄養教諭による。 アトラス萩店
他の学校で保護者向けに行った講義に参加した。 アルプラザ平和堂
食教育の研究会で学習した。 いちやまイツモア
栄養士さんによる講演で知った。 カスミ
前回ツアーに参加したスーパーで教えていただいた。 グランプルシェ
昨年度に参加して分かった。 グランマート
大学時代の講義。 ダイイチ帯広
パンフレット ファボーレ
病院のパンフレット。野菜ジュースのパック。 ベルク
野菜ジュースに書いてある。 ベルク
委員会活動（生協） みやぎ生協
講演会など。 みやぎ生協
仕事上。 ヨークベニマル
栄養士の職業として。 ヨークベニマル
研修会 原信

（複数回答）

（単一回答）
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■ 現在の野菜摂取量の充足感は、十分と感じる割合と足りないと感じる割合が

ほぼ半数となっている。

十分と感じる割合 ：「十分」＋「ほぼ十分」 41.8%

足りないと感じる割合：「少し足りない」＋「かなり足りない」 48.3%

■ 今後の野菜摂取については、「もっと野菜を食べたいと思う（もうすでに実行

している）」と回答した割合が6割を超え、すでに野菜を多く摂取している

様子が窺える。

（単一回答）

野菜摂取量の充足感野菜摂取量の充足感 今後の野菜摂取増加の意向今後の野菜摂取増加の意向

＜学校＞ 1-2 【実態把握】

（単一回答）

十
分

ほ
ぼ
十
分

ど
ち
ら
で
も
な
い

少
し
足
り
な
い

か
な
り
足
り
な
い

全体（学校） 203 8 77 20 85 13
北海道 3 0 0 1 0 2
東北 55 4 21 5 23 2
関東 59 1 26 5 21 6

甲信越北陸 28 2 8 2 16 0
中部 17 1 5 2 8 1
近畿 13 0 4 1 7 1
中国 13 0 5 1 6 1
四国 8 0 5 1 2 0
九州 6 0 2 2 2 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

37.9

6.4

41.9

9.9

3.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

%

思
う

（
も
う
す
で
に

実
行
し
て
い
る

）

思
う

（
１
ヶ
月
以
内

に
必
ず
実
行
す
る

）

思
う

（
で
も
い
つ
実

行
す
る
か
わ
か
ら
な

い

）

思
わ
な
い

全体（学校） 201 124 33 42 2
北海道 3 0 0 3 0
東北 55 37 10 7 1
関東 58 34 8 16 0

甲信越北陸 27 16 5 5 1
中部 17 11 2 4 0
近畿 13 6 2 5 0
中国 13 7 5 1 0
四国 8 8 0 0 0
九州 6 4 1 1 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

16.4

1.0

20.9

61.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

%

設問：Q7
あなた自身は、健康のために適切な野菜（野菜料理）を、十分に食べていると思いますか。

設問：Q8
あなた自身も、このプログラムに同行して、もっと野菜（野菜料理）を食べたいと思いましたか。
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■ ５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアーを知らなかった割合（57.9%）（「いいえ：知らな

かった」＋「いいえ：[5ADAY食育体験ツアー]は知らなかったが、他の

食育学習なら知っていた」）が6割近くあり、非認知者の方が多い。

■ ５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアーの認知経路は、量販店の担当者またはＤＭ、

学校関係によるものが多い。

５ Ａ ＤＡＹ 食育体験ツアーの認知度５ Ａ ＤＡＹ 食育体験ツアーの認知度

＜学校＞ 1-3 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー 認知度・効果測定】

設問：Q9
あなたは、今回の「５ＡＤＡＹ食育体験ツアー」に参加される前に、「５ＡＤＡＹ食育体験ツアー」の
ことをご存知でしたか。

設問：Q11
あなたは「５ＡＤＡＹ食育体験ツアー」をどこで知りましたか。（いくつでも）

５ Ａ ＤＡＹ 食育体験ツアーの認知経路５ Ａ ＤＡＹ 食育体験ツアーの認知経路

回
答
者
数

（
N

）

はい：知っていた いいえ：知らなかった

いいえ：「5ADAY食育体験
ツアー」は知らなかった
が、他の食育学習なら

知っていた

全体（学校） 202 85 101 16

50.0

7.9

42.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

%

量
販
店

（
ス
ー

パ
ー
マ
ー

ケ

ッ
ト

）
の
担
当
者
に
紹

介
さ
れ
た

自
分
の
所
属
す
る
学
校
関

係
の
研
修
会
や

、
勉
強
会

等
で

量
販
店

（
ス
ー

パ
ー
マ
ー

ケ

ッ
ト

）
か
ら

、
紹
介
・

案
内
の
手
紙
・
D
M
等
が

送
ら
れ
て
き
て
知

っ
た

友
人
・
知
人
か
ら
の
情
報

量
販
店

（
ス
ー

パ
ー
マ
ー

ケ

ッ
ト

）
経
由
で
知

っ
た

／
量
販
店
の
チ
ラ
シ
・
掲

示
物
で
知

っ
た

教
育
委
員
会
や
自
治
体
か

ら
の
推
薦
で

新
聞
・
雑
誌
の
記
事

こ
の
学
校
に
来
る
前
に

、

参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
の

で

「
5
A
D
A
Y

」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

そ
の
他
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

そ
の
他

全体 196 66 59 55 16 14 9 8 7 4 1 18
北海道 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
東北 52 15 25 10 9 4 5 1 3 4 0 5
関東 59 8 15 33 4 5 1 1 3 0 0 4

甲信越北陸 27 14 8 4 1 1 0 0 0 0 0 3
中部 15 5 2 4 0 0 1 2 1 0 0 2
近畿 13 8 2 2 0 1 0 2 0 0 0 1
中国 13 4 6 0 2 2 0 1 0 0 1 2
四国 7 5 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
九州 6 3 0 2 0 0 1 0 0 0 0 1

回
答
者
数

（
Ｎ

）

30.1

4.6 4.1 3.6
0.5

9.2

2.0

7.18.2

28.1

33.7

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

%

（単一回答）

（複数回答）
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＜学校＞ 1-3 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー 認知度・効果測定】

その他・回答内容 量販店名

昨年、この学校が参加したので。 アップルランド

栄養教諭による。 アトラス萩店

学生主任からお話を頂いて。 アルプラザ武生

職場の同僚からの情報。 カスミ

前回ツアー カスミストアー

前年度も本校で活用させてもらった。 グランマート

２年前に参加した。 スパーク

今回参加して。 スピナ

職員からの口こみで。 タカヤナギワンダーモール

我が子が参加。 デリシア

前年度も参加させていただき、
今何度も引き継ぎがありました。

ベルク

昨年度もこの学校で参加していたので。 マックスバリュ

みやぎ生協のＣＳＲ報告書等で知りました。 みやぎ生協

職場で知りました。 ヨークベニマル

昨年度の担任から。 ライフ

前年度、自分の学校で参加していた。 リオンドール

係りの方から。 静鉄ストアー

昨年度の実施内容の打ち合わせの
用紙を見せてもらったから。

平和堂

５ＡＤＡＹ食育体験ツアー以外なら知っている食育学習 （自由記述）５ＡＤＡＹ食育体験ツアー以外なら知っている食育学習 （自由記述）

・３ＡＤＡＹ。 【女性・50代・茨城県】

・カルビー主催の食育等。 【女性・40代・広島県】

・学校給食による栄養士の食育学習。 【男性・40代・栃木県】

・高知市では栄養士さんや大学の先生、食に関して（栄養教諭）の活用など、いろいろあります。

ヘルスメイトの方の活用、明治乳業のクッキング教室。 【女性・50代・高知県】

・明治乳業、食育出前ミニ講座。 【女性・50代・富山県】

・野菜ソムリエによる地産地消の話。 【女性・40代・愛媛県】

【参考資料】 自由記述による回答【参考資料】 自由記述による回答
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食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と

野
菜
の
好
き
嫌
い
が
な
く
な

る
こ
と

（
減
る
こ
と

）

果
物
の
好
き
嫌
い
が
な
く
な

る
こ
と

（
減
る
こ
と

）

野
菜
と
果
物
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
る
こ
と

野
菜
と
果
物
の
栄
養
に
つ
い

て
重
要
性
を
理
解
す
る
こ
と

実施前 (%) 93.6 84.8 70.4 95.6 94.1

実施後 (%) 65.4 56.1 52.8 63.1 51.1

28.2 28.7 17.6 32.5 43.0差 【実施前-実施後】

84.8
93.6

70.4

94.1
95.6

63.1

52.8

65.4

51.1

56.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

%

実施前

実施後

上記割合(%)は、5択（かなりあてはまる、ややあて
はまる、どちらともいえない、あまりあてはまらな
い、まったくあてはまらない）のうち、「かなりあ
てはまる」と「ややあてはまる」の割合の合計

実施前（期待）と実施後（効果）の比較実施前（期待）と実施後（効果）の比較

■ 実施後の効果を見ると、各項目とも「かなりあてはまる」＋「ややあて

はまる」割合が半数を超え、効果を実感している高さが窺える。①

■ 実施後の児童の行動変化では、野菜や果物を「積極的にとろうという傾向が

見えた」で、「かなりあてはまる」＋「ややあてはまる」割合が半数を

超える。②

■ 半数以上が、ツアー参加後に子どもたちの食生活に変容が見られたと

回答している。

児童が食事のバラ
ンスを意識するよ
うになること

児童の野菜の好き
嫌いがなくなるこ
と（減ること）

児童の果物の好き
嫌いがなくなるこ
と（減ること）

児童が野菜と果物
に興味を持つよう
になること

児童が野菜と果物の
栄養について重要性
を理解すること

野菜を積極的にとろう
という傾向が見えた

果物を積極的にとろう
という傾向が見えた

実施前（期待）と
実施後（効果）の比較
※「かなりあてはまる」＋

「ややあてはまる」で実施前後を比較

実施前（期待）と
実施後（効果）の比較
※「かなりあてはまる」＋

「ややあてはまる」で実施前後を比較

＜学校＞ 1-3 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー 認知度・効果測定】

設問：Q12
「５ADAY食育体験ツアー」に参加する前に、児童に対して、どのような効果を期待していましたか。
以下のそれぞれの項目についてお答えください。

設問：Q13
「５ADAY食育体験ツアー」に参加した後、児童に対して、以下の各項目について、当てはまるものを
お選びください。

38.9

9.1

36.0

7.1

19.2

8.1

54.7

8.6

45.8

5.1

11.1

11.7

54.7

56.3

48.8

49.0

51.2

44.7

40.9

54.5

48.3

46.0

66.7

54.3

5.4

27.9

13.3

39.9

20.2

41.6

33.3

5.4

43.4

20.7

31.5

6.1

8.4

5.1

5.6

3.4

3.5

4.0

1.0

2.0

1.0

0.5

1.5

2.5

0.5

1.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かなりあてはまる ややあてはまる
どちらともいえない あまりあてはまらない
まったくあてはまらない

②

①
N=197

前

後

N=203

N=203

N=198

N=203

N=197

N=203

N=198

N=203

N=198

N=198

N=197

前

後

前

後

前

後

前

後

後

後
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■ 【全体のプログラムの時間】、【各プログラムのボリューム】、【各プログ

ラムの難しさ】はともに「適切であった」（「大変適切であった」＋

「おおむね適切であった」）という割合が8割を超え高い評価を得た。

■ 【量販店の姿勢】は「大変適切であった」という評価が8割近くあり、

非常に高い評価であった。

評価① 内容評価① 内容

＜学校＞ 1-4 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアープログラム内容評価・講師評価】

設問：Q14
「５ADAY食育体験ツアー」の以下の各内容について、お気持ちに近いものをお選びください。

34.5

29.8

25.1

78.8

58.0

58.1

58.8

19.7

4.5

7.6

11.6

4.5

4.5

1.0

3.0

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体のプログラムの時間
（始まり～終わりまでの総時間）

(n=200)

各プログラムのボリューム

（指導する内容の多さ）

(n=198)

各プログラムの難しさ

（指導した内容のレベル）

(n=199)

量販店（スーパーマーケット）の

姿勢

(n=198)

大変適切であった おおむね適切であった どちらともいえない あまり適切でなかった まったく適切でなかった



５ Ａ ＤＡＹ 食育体験ツアー効果測定調査結果 17

■ 「とても良かった」割合が高い上位3項目

1位：お買い物ゲーム 【78.7%】

2位：青果売り場もしくは教室で、

実際の野菜・果物を見せて行う野菜の学習 【60.4%】

3位：調理実習・サラダ作り 【58.1%】

■ 売場での体験学習や調理実習など体験系の満足が高い。

1位

2位

3位

評価② プログラム内容評価② プログラム内容

＜学校＞ 1-4 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー プログラム内容評価・講師評価】

38.6

40.6

33.8

27.2

60.4

78.7

58.1

25.7

28.1

55.9

50.0

41.4

59.9

31.2

16.3

19.8

48.0

46.6

4.0

7.9

14.1

10.9

5.4

12.0

10.1

10.1

4.0

19.8

13.7

15.2

1.8

1.0

0.5

1.5

1.5

0.6

0.6

1.0

3.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

基礎学習：三色食品群

（赤・黄・緑の食べ物のはたらき）の講義

(n=202)

基礎学習：食事バランスガイド

（三角のコマの図を使っての食事バランス）の講義

(n=202)

基礎学習：野菜のかさを知る

（加熱調理前と後の変化）の講義

(n=198)

５ADAY「1日５皿の野菜と200グラムの果物をとろう」

という（野菜摂取の目安）の説明・講義

(n=202)

青果売り場もしくは教室で、

実際の野菜・果物を見せて行う野菜の学習

(n=202)

お買い物ゲーム

(n=202)

調理実習・サラダ作り

(n=167)

緑黄色野菜・淡色野菜の話

(n=175)

野菜いろいろ、食べているのはどこ？

（実を食べる野菜・根を食べる等の説明）

(n=178)

%

とても良かった 良かった どちらともいえない あまり良くなかった まったく良くなかった 受けていない

設問：Q15
「５ADAY食育体験ツアー」の各プログラム内容はいかがでしたか。指導項目ごとにお答えください。
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■ 「とてもわかりやすかった」割合が高い上位3項目

1位：調理実習・サラダ作り 【62.1%】

2位：お買い物ゲーム 【57.3%】

3位：青果売り場もしくは教室で、実際の野菜・

果物を見せて行う野菜の学習 【47.2%】

■ プログラム内容の評価と同様に、体験系の講師の指導内容の評価が高い。

評価③ 講師の指導内容評価③ 講師の指導内容

＜学校＞ 1-4 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー プログラム内容評価・講師評価】

設問：Q16
「５ADAY食育体験ツアー」の講師の以下の各指導内容について、お気持ちに近いものをお選びください。

41.2

40.7

31.5

28.7

47.2

57.3

62.1

30.1

33.5

53.3

49.2

51.1

57.4

44.0

38.5

31.4

52.9

52.3

5.0

8.0

14.1

12.3

7.8

3.6

5.0

14.4

12.9

1.3

1.3

0.5

0.5

1.5

2.7

2.0

0.5

1.3

1.4

0.5

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

基礎学習：三色食品群

（赤・黄・緑の食べ物のはたらき）の講義

(n=199)

基礎学習：食事バランスガイド

（三角のコマの図を使っての食事バランス）の講義

(n=199)

基礎学習：野菜のかさを知る

（加熱調理前と後の変化）の講義

(n=184)

５ADAY「1日５皿の野菜と200グラムの果物をとろう」

という（野菜摂取の目安）の説明・講義

(n=195)

青果売り場もしくは教室で、

実際の野菜・果物を見せて行う野菜の学習

(n=193)

お買い物ゲーム

(n=192)

調理実習・サラダ作り

(n=140)

緑黄色野菜・淡色野菜の話

(n=153)

野菜いろいろ、食べているのはどこ？

（実を食べる野菜・根を食べる等の説明）

(n=155)

%

とてもわかりやすかった わかりやすかった なんともいえない あまりよくわからなかった わかりにくかった

2位

3位

1位
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総合評価総合評価 今後の意向今後の意向 推薦度合推薦度合

■ 【総合評価】は、『とても良かった』が6割を超え、高い評価であった。

■ 【今後の意向】は、『参加してみたいと思う』割合が75.7%と、

参加意向の高さが窺える。

■ 【推薦度合】は、『勧めてみたいと思う』割合が6割を超えている。

とても良かった 良かった
どちらともいえない あまり良くなかった
全く良くなかった

参加してみたいと思う やや参加してみたいと思う

どちらともいえない あまり参加してみたいと思わない

全く参加してみたいと思わない

勧めてみたいと思う やや勧めてみたいと思う

どちらともいえない あまり勧めてみたいと思わない

全く勧めてみたいと思わない

64.4％
N=130

N=202 N=202 N=198

34.2％
N=69

1.5％
N=3

75.7％
N=153

19.8％
N=40

4.5％
N=9

6.1％
N=12

29.3％
N=58

64.1％
N=127

0.5％
N=1

＜学校＞ 1-4 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー プログラム内容評価・講師評価】

設問：Q17
「５ADAY食育体験ツアー」に参加して、総合的によかったと思いますか。

設問：Q18
「５ADAY食育体験ツアー」に参加して、また参加してみたいと思いましたか。

設問：Q20
「５ADAY食育体験ツアー」に参加して、友人・知人に勧めてみたいと思いましたか。

（単一回答） （単一回答） （単一回答）
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分析 ＜説明＞

ＣＳポートフォリオについて

「５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー」に対する総合的な満足度と、ツアーでの各プログラム項目の関連性を検証した分析。

横軸に各プログラム項目に対する期待度、縦軸に各プログラム項目に対する満足度（参考度）を配置し、

各平均点により４つの分野（重点維持分野、維持分野、重点改善分野、改善分野）に分割。

実
現
度

（満
足
度
）

重要度 （期待度）

重点維持分野維持分野

重点改善分野改善分野

視聴者からの期待度が高く、満足度も高い分野。

この分野内の項目は総合満足度に与える影響が

大きいため、総合満足度を維持するには、特に重

点的に維持する必要がある。

視聴者からの期待度はそれほど高くないが、満足

度が高い分野。

この分野内の項目は総合満足度に与える影響は

比較的小さいが、総合満足度を高めるにはこの項

目の満足度を維持することが望ましい。

視聴者からの期待度が高いにも関わらず満足度

が低い分野。

この分野内の項目は総合満足度に与える影響が

大きいため、総合満足度を高めるには、特に重点

的に改善する必要がある。

視聴者からの期待度がそれほど高くなく、満足度

も低い分野。

この分野内の項目は総合満足度に与える影響は

比較的小さいが、総合満足度を高めるにはこの項

目を改善することが望ましい。

【相関係数】・・・重要度（期待度）
総合満足度へ与える影響の大きさを表したもので、
相関係数が大きいほど総合満足度へ与える影響も大きくなる。

0.0～0.2 ほとんど相関関係がない 0.2～0.4 やや相関関係がある
0.4～0.7 かなり相関関係がある 0.7～1.0 強い相関関係がある
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■ ５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー全体で見ると、プログラムの時間、ボリューム、

難しさはいずれも高い評価を得ている（「とても良かった」割合は6割を

超える）。一方で、「各プログラムのボリューム」、「各プログラムの難しさ」

は、総合満足度へ与える重要度が高くより満足度を高めるための改善項目として

挙げられる。①

■ 各プログラム内容では、知識系と体験系によって評価が分かれ、満足度は

体験系＞知識系で、体験系のプログラムの評価が高い。

一方で、知識系プログラムは総合満足度に与える重要度が高く改善項目として

挙げられる。②

ＣＳポートフォリオ（プログラム内容）

基礎学習：
三色食品群の講義

基礎学習：
食事

バランス
ガイドの講義

基礎学習：野菜の
かさを知るの講義

５ADAY「1日５皿の
野菜と200グラムの
果物をとろう」の
説明・講義

青果売り場もし
くは教室で、
実際の野菜・
果物を見せて
行う野菜の学習

お買い物ゲーム

調理実習・
サラダ作り

緑黄色野菜・
淡色野菜の話

野菜いろいろ、
食べている
のはどこ？

3.86

4.38

4.9

0.25 0.38 0.51

期待度（重要度）

満
足
度
（

実
現
度
）

ＣＳポートフォリオ（ツアー全体）

全体のプログラム
の時間

各プログラムの
ボリューム

各プログラムの
難しさ

量販店の姿勢

3.8

4.3

4.8

0.23 0.35 0.47

期待度（重要度）

満
足
度
（

実
現
度
）

「大変適切であった」：5点
「おおむね適切であった」：4点
「どちらともいえない」：3点
「あまり適切でなかった」：2点
「まったく適切でなかった」：1点
上記のように点数換算し、平均点を算出。

「とても良かった」：5点
「良かった」：4点
「どちらともいえない」：3点
「あまり良くなかった」：2点
「まったく良くなかった」：1点
上記のように点数換算し、平均点を算出。

知識系プログラム

体験系プログラム

①

②

分析 （CSポートフォリオ）

とても良かった 良かった
どちらともいえない あまり良くなかった
全く良くなかった

64.4％
N=130

N=202

34.2％
N=69

1.5％
N=3

総合評価総合評価
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■ 共分散構造分析による5DAYツアーの満足構造

カリキュラムは知識系と体験系では知識系のほうが満足度への影響が大きい。

知識系の充実が課題といえる。①

授業が「ためになるか」という視点と同じくらいのウェイトで「聞きやすい

か」という視点が重要である。②

分析 （共分散構造分析）

共分散構造分析（構造方程式モデリング）とは、構成概念や観測変数の性質を
調べるために集めた多くの観測変数を同時に分析するための統計的方法です。

共分散構造分析では、ある観測変数（上記例の場合；全体満足度）がある潜在
変数（プログラム全体の評価[時間や難易度など]や各プログラム個々の評価か
らどれくらい影響を受けてているかを推定することが出来ます。

※上記の数字はウェイト（重要度）になります。

実際の項目

仮説の項目

量販店の姿勢：量販店（スーパーマーケット）の姿勢
時間：全体のプログラムの時間（始まり～終わりまでの総時間）
ボリューム：各プログラムのボリューム（指導する内容の多さ）
難しさ：各プログラムの難しさ（指導した内容のレベル）

基礎学習 三色食品群：基礎学習：三色食品群（赤・黄・緑の食べ物のはたらき）の講義
バランスガイド：基礎学習：食事バランスガイド（三角のコマの図を使っての食事バランス）の講義
基礎学習 かさを知る：基礎学習：野菜のかさを知る（加熱調理前と後の変化）の講義
1日に5皿 200グラム：５ADAY「1日５皿の野菜と200グラムの果物をとろう」という（野菜摂取の目安）の説明・講義
実際の野菜を見せて：青果売り場もしくは教室で、実際の野菜・果物を見せて行う野菜の学習
お買い物ゲーム：お買い物ゲーム
サラダ作り：調理実習・サラダ作り

②

①
1日



店舗主催・親子型の保護者向け
（店頭で募集による実施するタイプ）
食育体験ツアーに参加した児童の保護者によるアンケート回答結果
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ツアーに参加した児童の学年ツアーに参加した児童の学年 （単一回答）

アンケート回答が得られた児童の学年

回答者数（Ｎ）

合
計

小
学
校
1
年

小
学
校
2
年

小
学
校
3
年

小
学
校
4
年

小
学
校
5
年

小
学
校
6
年

複
合

そ
の
他

23 6 2 5 0 2 1 4 3

0.0

4.3

17.4
13.0

8.78.7

26.1

21.7

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

%

回
答
者
数

（
Ｎ

）

見
た
こ
と
・
聞
い
た

こ
と
が
な
か

っ
た

（
気
づ
か
な
か

っ

た

）

見
た
こ
と
・
聞
い
た

こ
と
は
あ
る
が
内
容

は
知
ら
な
か

っ
た

以
前
か
ら
知

っ
て
い

た

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
て
知

っ
た

そ
の
他

全体（親子） 23 2 10 10 1 0

4.3

8.7

43.5

0.0

43.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

%

回
答
者
数

（
Ｎ

）

新
聞
・
雑
誌
･
本

家
族
・
友
人
・
知
人

（
口

コ
ミ

）

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

今
回
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た

ス
ー

パ
ー

で
見
た

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

そ
の
他
の
ス
ー

パ
ー

で
見

た
そ
の
他

全体（親子） 10 5 1 1 1 0 0 7

50.0

10.0 10.0 10.0

0.0 0.0

70.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

%

食事バランスガイド 認知度食事バランスガイド 認知度 食事バランスガイド 認知経路食事バランスガイド 認知経路

設問：F6
参加されたお子さまの学年：

設問：Q1
あなた自身は、食事バランスガイドはご存知でしたか。

設問：Q2 （Q1で「以前から知っていた」と回答した方のみ）
どのように知りましたか。（いくつでも）

その他・回答内容 量販店名

他の講座で。 アピタ

親子クッキング等の参加。 イオン

一昨年、このプログラムに参加した時。 サミット桜店

食のイベントで。 ジャスコ

市の健康教室で。 富士食品工場（にんじん収穫場）

食育関係のイベント。 富士食品工場（にんじん収穫場）

市内の食育イベントにて。 富士食品工場（にんじん収穫場）

（単一回答） （複数回答）

＜親子＞ 2-1 【実態把握】
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５ Ａ ＤＡＹ 認知度５ Ａ ＤＡＹ 認知度

回
答
者
数

（
Ｎ

）

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

新
聞
・
雑
誌
・
本

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

今
回
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た

ス
ー

パ
ー

で
見
た

そ
の
他
の
ス
ー

パ
ー

で
見
た

そ
の
他

全体（親子） 3 1 0 0 0 0 2

0.0 0.0 0.0 0.0

33.3

66.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

%

５ Ａ ＤＡＹ 認知経路５ Ａ ＤＡＹ 認知経路

回
答
者
数

（
Ｎ

）

見
た
こ
と
・
聞
い
た

こ
と
が
な
か

っ
た

（
気
づ
か
な
か

っ

た

）

見
た
こ
と
・
聞
い
た

こ
と
は
あ
る
が
内
容

は
知
ら
な
か

っ
た

内
容
を
含
め
以
前
か

ら
知

っ
て
い
た

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
て
知

っ
た

そ
の
他

全体（親子） 22 11 4 3 4 0

50.0

18.2
13.6

0.0

18.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

%

その他・回答内容 量販店名

仕事上。 アピタ

クッキングの企画にて。親子キッチンスタジオ。
富士食品工場
（にんじん収穫場）

設問：Q3
あなた自身は、５ＡＤＡＹという言葉や内容はご存知でしたか。

設問：Q4 （Q3で「内容を含めて以前から知っていた以前から知っていた」と回答した方のみ）
どのように知りましたか。（いくつでも）

（単一回答）

（複数回答）

＜親子＞ 2-1 【実態把握】
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野菜摂取・目安量の認知度野菜摂取・目安量の認知度

野菜摂取・目安量の認知経路野菜摂取・目安量の認知経路

回
答
者
数

（
Ｎ

）

新
聞
・
雑
誌
･
本

家
族
・
友
人
・
知
人

（
口
コ

ミ

）

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

今
回
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た

ス
ー

パ
ー

で
見
た

そ
の
他
の
ス
ー

パ
ー

で
見
た

そ
の
他

全体（親子） 5 2 0 0 0 0 0 3

40.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

%

その他・回答内容 量販店名

アメリカのスーパーで見た。 ジャスコ

宇都宮市、高血圧予防の講話と調理実習に於いて。
富士食品工場
（にんじん収穫場）

回
答
者
数

（
Ｎ

）

摂取目安の量（350ｇ以上）
であると、知っていた

野菜をとったほうがいいと
は知っていたが、摂取目
安の量（350ｇ以上）までは

知らなかった

全く知らなかった

全体（親子） 23 5 18 0

21.7

78.3

0.0
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

%

設問：Q5
あなた自身は、健康のために１日に食べることが望ましい野菜料理の目安量はご存知でしたか。

設問：Q6 （Q5で「内容を含めて以前から知っていた以前から知っていた」と回答した方のみ）
あなた自身は、摂取目安量について、どのように知りましたか。（いくつでも）

（単一回答）

（複数回答）

＜親子＞ 2-1 【実態把握】
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（単一回答）

野菜摂取量の充足感野菜摂取量の充足感 今後の野菜摂取増加の意向今後の野菜摂取増加の意向

（単一回答）

設問：Q7
あなた自身は、健康のために適切な野菜（野菜料理）を、十分に食べていると思いますか。

設問：Q8
あなた自身も、このプログラムに随行して、もっと野菜（野菜料理）を食べたいと思いましたか。

回
答
者
数

（
Ｎ

）

十
分

ほ
ぼ
十
分

ど
ち
ら
で
も
な
い

少
し
足
り
な
い

か
な
り
足
り
な
い

全体（親子） 23 1 1 4 15 2

8.7

17.4

4.3 4.3

65.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

%

回
答
者
数

（
Ｎ

）

思
う

（
も
う
す
で
に

実
行
し
て
い
る

）

思
う

（
１
ヶ
月
以
内

に
必
ず
実
行
す
る

）

思
う

（
で
も
い
つ
実

行
す
る
か
わ
か
ら
な

い

）

思
わ
な
い

全体（親子） 23 16 4 3 0

69.6

0.0

17.4

13.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

%

＜親子＞ 2-1 【実態把握】
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５ＡＤＡＹ食育体験ツアー以外なら知っている食育学習 （自由記述）５ＡＤＡＹ食育体験ツアー以外なら知っている食育学習 （自由記述）

・食品メーカーによる活動。クッキング教室等。 【女性・40代】

・親子キッチンスタジオ。カゴメ ｅｔｃ。 【女性・30代】

５ Ａ ＤＡＹ 食育体験ツアー 認知度５ Ａ ＤＡＹ 食育体験ツアー 認知度

＜親子＞ 2-2 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー 認知度・効果測定】

回
答
者
数

（
Ｎ

）

はい：知っていた いいえ：知らなかった

いいえ：「5ADAY食育体験
ツアー」は知らなかった
が、他の食育学習なら

知っていた

全体（親子） 23 0 19 4

82.6

17.4

0.0
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

%

回
答
者
数

（
Ｎ

）

量
販
店

（
ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ

ッ
ト

）
の
チ
ラ
シ
募
集

友
人
・
知
人
か
ら
の
情
報

子
ど
も
の
所
属
す
る
学
校
か

ら
紹
介
さ
れ
た

量
販
店

（
ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ

ッ
ト

）
の
店
内
の
ポ
ス

タ
ー

や
掲
示

新
聞
・
雑
誌
の
記
事

「
５
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｙ

」
の
ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

そ
の
他
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

そ
の
他

全体（親子） 22 9 5 1 1 0 0 0 6

22.7

0.0

27.3

0.00.0

4.54.5

40.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

%

その他・回答内容 量販店名

市民活動センターよりＦＡＸで届けてもらった。 マックスバリュー

ツアーを主催する非営利団体からのＦａｘ。 マックスバリュー

公民館の親子チャレンジ教室館外学習で。
富士食品工場
（にんじん収穫場）

親子チャレンジ。
富士食品工場
（にんじん収穫場）

５ Ａ ＤＡＹ 食育体験ツアー 認知経路５ Ａ ＤＡＹ 食育体験ツアー 認知経路

設問：Q9
あなたは、今回の「５ＡＤＡＹ食育体験ツアー」に参加される前に、「５ＡＤＡＹ食育体験ツー」
のことをご存知でしたか。

設問：Q11
あなたは「５ＡＤＡＹ食育体験ツアー」をどこで知りましたか。（いくつでも）

（単一回答）

（複数回答）
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■ 「子どもが食事のバランスを意識するようになること」では、実施後（効果）

が実施前（期待）を若干上回り児童の意識が変わった様子が窺える。

■ 半数以上で、食事のバランスを意識する、野菜や果物に興味を持つ、重要性を

理解するといった、子どもの「意識・理解」が高まった様子が窺える。①②

子どもが食事のバ
ランスを意識する
ようになること

子どもが野菜の好
き嫌いがなくなる
こと（減ること）

子どもが果物の好
き嫌いがなくなる
こと（減ること）

子どもが野菜と果
物に興味を持つよ
うになること

子どもが野菜と果物
の栄養について重要
性を理解すること

野菜を積極的にとろう
という傾向が見えた

果物を積極的にとろう
という傾向が見えた

＜親子＞ 2-2 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー 認知度・効果測定】

21.7

13.0

26.1

4.3

8.7

43.5

17.4

60.9

8.7

4.3

4.3

47.8

60.9

47.8

39.1

39.1

22.7

47.8

56.5

26.1

47.8

56.5

47.8

26.1

13.0

21.7

52.2

17.4

54.5

4.3

13.0

4.3

21.7

30.4

39.1

4.3

8.7

4.3

17.4

18.2

4.3

8.7

8.7

17.4

8.7

8.7

4.3

4.3

17.4

4.5

4.3

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かなりあてはまる ややあてはまる
どちらともいえない あまりあてはまらない
まったくあてはまらない

実施前（期待）と実施後（効果）の比較実施前（期待）と実施後（効果）の比較
実施前（期待）と

実施後（効果）の比較
※「かなりあてはまる」＋

「ややあてはまる」で実施前後を比較

実施前（期待）と
実施後（効果）の比較
※「かなりあてはまる」＋

「ややあてはまる」で実施前後を比較

設問：Q12
「５ADAY食育体験ツアー」に参加する前に、お子さまに対して、どのような効果を期待して
いましたか。以下のそれぞれの項目についてお答えください。

設問：Q13
「５ADAY食育体験ツアー」に参加した後、お子さまに対して、以下の各項目について、
当てはまるものをお選びください。

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
る
こ
と

野
菜
の
好
き
嫌
い
が
な
く
な
る

こ
と

（
減
る
こ
と

）

果
物
の
好
き
嫌
い
が
な
く
な
る

こ
と

（
減
る
こ
と

）

野
菜
と
果
物
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
る
こ
と

野
菜
と
果
物
の
栄
養
に
つ
い
て

重
要
性
を
理
解
す
る
こ
と

実施前 (%) 69.5 73.9 47.8 91.3 87.0

実施後 (%) 73.9 43.4 22.7 73.9 56.5

-4.4 30.5 25.1 17.4 30.5差 【実施前-実施後】

73.9

69.5

47.8

87.0

91.3

73.9

22.7

73.9

56.543.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

%

実施前

実施後

上記割合(%)は、5択（かなりあてはまる、ややあて
はまる、どちらともいえない、あまりあてはまらな
い、まったくあてはまらない）のうち、「かなりあ
てはまる」と「ややあてはまる」の割合の合計

②

①

意識・理解

N=23

前

後

N=23

N=23

N=23

N=23

N=23

N=23

N=23

N=23

N=23

N=23

N=23

前

後

前

後

前

後

前

後

後

後
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評価① 内容評価① 内容

＜親子＞ 2-3 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー プログラム内容評価・講師評価】

■ 【全体のプログラムの時間】、【各プログラムのボリューム】、【各プログ

ラムの難しさ】はともに「適切であった」（「大変適切であった」＋

「おおむね適切であった」）という割合が8割近く高い評価を得た。

■ 【量販店の姿勢】は「大変適切であった」という評価が約7割あり、

非常に高い評価であった。

34.8

39.1

26.1

69.6

52.2

52.2

52.2

26.1

4.3

8.7

21.7

4.3

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体のプログラムの時間

（始まり～終わりまでの総時間）

(n=23)

各プログラムのボリューム

（指導する内容の多さ）

(n=23)

各プログラムの難しさ
（指導した内容のレベル）

(n=23)

量販店（スーパーマーケット）の

姿勢

(n=23)

大変適切であった おおむね適切であった どちらともいえない あまり適切でなかった まったく適切でなかった

設問：Q14
「５ADAY食育体験ツアー」の以下の各内容について、お気持ちに近いものをお選びください。
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52.2

52.2

40.9

34.8

52.2

50.0

37.5

11.1

31.6

39.1

43.5

40.9

52.2

30.4

31.8

18.8

44.4

47.4

8.7

4.3

18.2

13.0

8.7

11.1

5.3

9.1

43.8

33.3

15.8

9.1

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

基礎学習：三色食品群

（赤・黄・緑の食べ物のはたらき）の講義

(n=23)

基礎学習：食事バランスガイド

（三角のコマの図を使っての食事バランス）の講義

(n=23)

基礎学習：野菜のかさを知る

（加熱調理前と後の変化）の講義

(n=22)

５ADAY「1日５皿の野菜と200グラムの果物をとろう」

という（野菜摂取の目安）の説明・講義

(n=23)

青果売り場もしくは教室で、

実際の野菜・果物を見せて行う野菜の学習

(n=23)

お買い物ゲーム

(n=22)

調理実習・サラダ作り

(n=16)

緑黄色野菜・淡色野菜の話

(n=18)

野菜いろいろ、食べているのはどこ？

（実を食べる野菜・根を食べる等の説明）

(n=19)

とても良かった 良かった どちらともいえない あまり良くなかった まったく良くなかった 受けていない

■ 「とても良かった」割合が高い上位3項目

1位： 基礎学習：三色食品群の講義 【52.2%】

基礎学習：食事バランスガイドの講義 【52.2%】

青果売り場もしくは教室で、実際の野菜・

果物を見せて行う野菜の学習 【52.2%】

■ 基礎学習の「三色食品群」、「食事バランスガイド」についての評価が高く

知識系のプログラム評価が高い。

1位

1位

評価② プログラム内容評価② プログラム内容

＜親子＞ 2-3 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー プログラム内容評価・講師評価】

設問：Q15
「５ADAY食育体験ツアー」の各プログラム内容はいかがでしたか。指導項目ごとにお答えください。

1位
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56.5

52.2

43.5

47.8

63.6

35.0

54.5

25.0

31.3

30.4

39.1

39.1

43.5

18.2

45.0

27.3

41.7

50.0

13.0

8.7

17.4

8.7

18.2

20.0

18.2

33.3

18.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

基礎学習：三色食品群

（赤・黄・緑の食べ物のはたらき）の講義

(n=23)

基礎学習：食事バランスガイド

（三角のコマの図を使っての食事バランス）の講義

(n=23)

基礎学習：野菜のかさを知る

（加熱調理前と後の変化）の講義

(n=23)

５ADAY「1日５皿の野菜と200グラムの果物をとろう」

という（野菜摂取の目安）の説明・講義

(n=23)

青果売り場もしくは教室で、

実際の野菜・果物を見せて行う野菜の学習

(n=22)

お買い物ゲーム

(n=20)

調理実習・サラダ作り

(n=11)

緑黄色野菜・淡色野菜の話

(n=12)

野菜いろいろ、食べているのはどこ？

（実を食べる野菜・根を食べる等の説明）

(n=16)

とてもわかりやすかった わかりやすかった なんともいえない あまりよくわからなかった わかりにくかった

■ 「とてもわかりやすかった」割合が高い上位3項目

1位：青果売り場もしくは教室で、実際の野菜・

果物を見せて行う野菜の学習 【63.6%】

2位：基礎学習：三色食品群の講義 【56.5%】

3位：調理実習・サラダ作り 【54.5%】

評価③ 講師の指導内容評価③ 講師の指導内容

＜親子＞ 2-3 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー プログラム内容評価・講師評価】

2位

1位

3位

設問：Q16
「５ADAY食育体験ツアー」の講師の以下の各指導内容について、お気持ちに近いものをお選びください。
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とても良かった 良かった
どちらともいえない あまり良くなかった
全く良くなかった

総合評価総合評価 今後の意向今後の意向 推薦度合推薦度合

■ 【総合評価】は、『とても良かった』が6割を超え、高い評価であった。

■ 【今後の意向】は、『参加してみたいと思う』割合が65.2%と、

参加意向の高さが窺える。

■ 【推薦度合】は、『勧めてみたいと思う』割合が6割を超えている。

N=23 N=23 N=23

参加してみたいと思う やや参加してみたいと思う

どちらともいえない あまり参加してみたいと思わない

全く参加してみたいと思わない

勧めてみたいと思う やや勧めてみたいと思う

どちらともいえない あまり勧めてみたいと思わない

全く勧めてみたいと思わない

34.8％
N=8

65.2％
N=15

65.2％
N=15

26.1％
N=6

8.7％
N=2

34.8％
N=8

65.2％
N=15

＜親子＞ 2-3 【５ Ａ ＤＡＹ食育体験ツアー プログラム内容評価・講師評価】

設問：Q17
「５ADAY食育体験ツアー」に参加して、総合的によかったと思いますか。

設問：Q18
「５ADAY食育体験ツアー」に参加して、また参加してみたいと思いましたか。

設問：Q20
「５ADAY食育体験ツアー」に参加して、友人・知人に勧めてみたいと思いましたか。

（単一回答） （単一回答） （単一回答）



運営者向け
食育体験ツアー実施企業（量販店側）のプログラム運営担当者
によるアンケート回答結果
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＜運営者＞ 3-1 【回答者属性】

地域地域 （単一回答）

アンケート回答が得られたツアーを実施した量販店企業の所在都道府県

北海道 1 東北 12 関東 3 甲信越北陸 0 中部 2 近畿 2 中国 2 四国 2 九州 3

北海道 1 青森県 1 茨城県 0 新潟県 0 岐阜県 0 滋賀県 2 鳥取県 0 徳島県 0 福岡県 1

岩手県 1 栃木県 0 富山県 0 静岡県 2 京都府 0 島根県 0 香川県 0 佐賀県 0

宮城県 1 群馬県 1 石川県 0 愛知県 0 大阪府 0 岡山県 0 愛媛県 1 長崎県 1

秋田県 7 埼玉県 0 福井県 0 三重県 0 兵庫県 0 広島県 2 高知県 1 熊本県 0

山形県 0 千葉県 0 山梨県 0 奈良県 0 山口県 0 大分県 0

福島県 2 東京都 2 長野県 0 和歌山県 0 宮崎県 0

神奈川県 0 鹿児島県 1

ダイイチ 1 伊徳 5
ライフ

コーポレーション
1 静鉄ストア 1 平和堂 2 イズミ 1 フジ 1 中村ストアー 1

ヨーク
ベニマル

2 ドール 1
しずおか健康
いきいき

フォーラム２１
1 スパーク 1 ナンコクスーパー 1 タイヨー 1

タカヤナギ 2 とりせん 1 スピナ 1

紅屋商事 1

みやぎ生活
協同組合

1

ジョイス 1

44.4

11.1

0.0

11.1

7.47.47.47.4
3.7

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

%

回答者数
（N）

都
道
府
県
別

店
舗
名

設問：F6
所属企業所在都道府県
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食事バランスガイド 認知度食事バランスガイド 認知度

＜運営者＞ 3-2 【実態把握】

見
た
こ
と
・
聞
い

た
こ
と
が
な
か

っ

た

（
気
づ
か
な

か

っ
た

）

見
た
こ
と
・
聞
い

た
こ
と
は
あ
る
が

内
容
は
知
ら
な

か

っ
た

以
前
か
ら
知

っ
て

い
た

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

運
営
す
る
よ
う
に

な

っ
て
か
ら
知

っ

た
そ
の
他

全体（運営者） 27 0 5 11 11 0
北海道 1 0 0 0 1 0
東北 12 0 2 4 6 0
関東 3 0 2 1 0 0

甲信越北陸 0 0 0 0 0 0
中部 2 0 0 2 0 0
近畿 2 0 0 2 0 0
中国 2 0 0 1 1 0
四国 2 0 1 0 1 0
九州 3 0 0 1 2 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

0.0

40.7 40.7

0.0

18.5

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

%

新
聞
・
雑
誌
・
本

自
社
の
研
修
・
教
育

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運

営
す
る
よ
う
に
な

っ

て
か
ら

店
舗
の
P
O
P
や
ポ

ス
タ
ー

を
み
て

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

そ
の
他

全体（運営者） 11 7 5 3 3 2 1 1
北海道 0 0 0 0 0 0 0 0
東北 4 3 0 1 2 0 1 1
関東 1 0 1 0 1 0 0 0

甲信越北陸 0 0 0 0 0 0 0 0
中部 2 1 1 0 0 0 0 0
近畿 2 2 2 2 0 2 0 0
中国 1 1 0 0 0 0 0 0
四国 0 0 0 0 0 0 0 0
九州 1 0 1 0 0 0 0 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

45.5

9.1 9.1

18.2

27.327.3

63.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

%

食事バランスガイド 認知経路食事バランスガイド 認知経路

その他・回答内容 所属企業名

セミナーや講演会 ヨークベニマル

設問：Q1
あなた自身は、食事バランスガイドはご存知でしたか。

設問：Q2 （Q3で「内容を含めて以前から知っていた以前から知っていた」と回答した方のみ）
どのように知りましたか。（いくつでも）

（複数回答）

（単一回答）
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５ Ａ ＤＡＹ 認知度５ Ａ ＤＡＹ 認知度

＜運営者＞ 3-2 【実態把握】

見
た
こ
と
・

聞
い
た
こ
と

が
な
か

っ
た

（
気
づ
か
な

か

っ
た

）

見
た
こ
と
・

聞
い
た
こ
と

は
あ
る
が
内

容
は
知
ら
な

か

っ
た

内
容
を
含
め

以
前
か
ら

知

っ
て
い
た

当
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
運
営
す

る
よ
う
に

な

っ
て
か
ら

知

っ
た

そ
の
他

全体（運営者） 27 1 8 5 13 0
北海道 1 0 0 0 1 0
東北 12 0 3 2 7 0
関東 3 1 1 0 1 0

甲信越北陸 0 0 0 0 0 0
中部 2 0 1 1 0 0
近畿 2 0 0 1 1 0
中国 2 0 0 0 2 0
四国 2 0 2 0 0 0
九州 3 0 1 1 1 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

29.6

0.0

48.1

18.5

3.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

%

５ Ａ ＤＡＹ 認知経路５ Ａ ＤＡＹ 認知経路

設問：Q3
あなた自身は、５ＡＤＡＹという言葉や内容はご存知でしたか。

設問：Q4 （Q3で「内容を含めて以前から知っていた以前から知っていた」と回答した方のみ）
どのように知りましたか。（いくつでも）

自
社
の
研
修
・
教

育

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

運
営
す
る
よ
う
に

な

っ
て
か
ら

新
聞
・
雑
誌
・
本

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

店
舗
の
P
O
P
や

ポ
ス
タ
ー

を
み
て

そ
の
他

全体（運営者） 4 2 2 1 0 0 0 1
北海道 0 0 0 0 0 0 0 0
東北 1 0 1 0 0 0 0 0
関東 0 0 0 0 0 0 0 0

甲信越北陸 0 0 0 0 0 0 0 0
中部 1 0 0 0 0 0 0 1
近畿 1 1 1 1 0 0 0 0
中国 0 0 0 0 0 0 0 0
四国 0 0 0 0 0 0 0 0
九州 1 1 0 0 0 0 0 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

25.0

0.0

50.0

0.00.0

25.0

50.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

%

その他・回答内容 所属企業名

知人の紹介で。 静鉄ストア

（単一回答）

（複数回答）
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摂取目安の量（350ｇ以上）
であると、知っていた

野菜をとったほうがいいと
は知っていたが、摂取目
安の量（350ｇ以上）までは

知らなかった

全く知らなかった

全体（運営者） 27 6 21 0
北海道 1 0 1 0
東北 12 2 10 0
関東 3 0 3 0

甲信越北陸 0 0 0 0
中部 2 2 0 0
近畿 2 0 2 0
中国 2 1 1 0
四国 2 1 1 0
九州 3 0 3 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

77.8

0.0

22.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

%

野菜摂取・目安量の認知度野菜摂取・目安量の認知度

＜運営者＞ 3-2 【実態把握】

野菜摂取・目安量の認知経路野菜摂取・目安量の認知経路

新
聞
・
雑
誌
・
本

自
社
の
研
修
・
教
育

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運

営
す
る
よ
う
に
な

っ

て
か
ら

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

店
舗
の
P
O
P
や
ポ

ス
タ
ー

を
み
て

そ
の
他

全体（運営者） 6 3 1 1 0 0 0 2
北海道 0 0 0 0 0 0 0 0
東北 2 1 0 1 0 0 0 1
関東 0 0 0 0 0 0 0 0

甲信越北陸 0 0 0 0 0 0 0 0
中部 2 1 1 0 0 0 0 0
近畿 0 0 0 0 0 0 0 0
中国 1 1 0 0 0 0 0 0
四国 1 0 0 0 0 0 0 1
九州 0 0 0 0 0 0 0 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

33.3

0.0

16.7

0.00.0

16.7

50.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

%

設問：Q5
あなた自身は、健康のために１日に食べることが望ましい野菜料理の目安量はご存知でしたか。

設問：Q6 （Q5で「内容を含めて以前から知っていた以前から知っていた」と回答した方のみ）
あなた自身は、摂取目安量について、どのように知りましたか。（いくつでも）

その他・回答内容 所属企業名

野菜ソムリエの勉強時。 ナンコクスーパー
セミナー、講演会 ヨークベニマル

（単一回答）

（複数回答）
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＜運営者＞ 3-2 【実態把握】

十
分

ほ
ぼ
十
分

ど
ち
ら
で
も
な
い

少
し
足
り
な
い

か
な
り
足
り
な
い

全体（運営者） 27 1 3 3 12 8
北海道 1 0 0 1 0 0
東北 12 1 1 0 5 5
関東 3 0 0 0 1 2

甲信越北陸 0 0 0 0 0 0
中部 2 0 0 0 2 0
近畿 2 0 0 0 2 0
中国 2 0 1 0 1 0
四国 2 0 0 1 0 1
九州 3 0 1 1 1 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

11.1

29.6

44.4

11.1

3.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

%

思
う

（
も
う
す
で
に

実
行
し
て
い
る

）

思
う

（
１
ヶ
月
以
内

に
必
ず
実
行
す
る

）

思
う

（
で
も
い
つ
実

行
す
る
か
わ
か
ら
な

い

）

思
わ
な
い

全体（運営者） 27 13 2 12 0
北海道 1 1 0 0 0
東北 12 5 0 7 0
関東 3 0 0 3 0

甲信越北陸 0 0 0 0 0
中部 2 2 0 0 0
近畿 2 2 0 0 0
中国 2 1 0 1 0
四国 2 0 1 1 0
九州 3 2 1 0 0

回
答
者
数

（
Ｎ

）

7.4

0.0

44.4

48.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

%

（単一回答）

野菜摂取量の充足感野菜摂取量の充足感 今後の野菜摂取増加の意向今後の野菜摂取増加の意向

（単一回答）

設問：Q7
あなた自身は、健康のために適切な野菜（野菜料理）を、十分に食べていると思いますか。

設問：Q8
あなた自身も、このプログラムに随行して、もっと野菜（野菜料理）を食べたいと思いましたか。




